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頻度は希少であるが、規模が甚大である来襲外力のリスクの
評価の本質は、下のパズルと類似する。 １００年に１回のイベ
ントは、３０年に平均的に０．３回しか観測されないという“比例
関係の成立”が原則となる。 より確からしい判断を行うために
は“経験度”を増やす努力が必要である。近年の気候変化の
指標となる気象指数を取り入れた来襲外力のリスク解析法の
構築をめざすものである。

多元化・経時的変化を伴う水域外力に対するリスクの評価

＞ あれれ！ ８×８≠５×１３？
切って並び替えただけなのに
 １マス増減するのはなぜか？
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